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Ѫඤݝ総合Պ学ത෺ؗڀݚ報ࠂ　౤نߘఔ
平成 26 年 10 月改訂

愛媛県総合科学博物館研究報告編集委員会

1　ʮѪඤݝ総合Պ学ത෺ؗڀݚ報ࠂʯのର৅෼໺とݪ
のछผߘ

1� 1 ର৅෼໺
「愛媛県総合科学博物館研究報告」（以下「研究報告」）

の原稿ܝ載ର৅となる分野は，愛媛県の自然史，科学ٕ
術，愛媛県の産ۀ史，博物館事ۀに関࿈する分野とする．�
1� 2 のछผߘݪ

（B）原著論文
オリδナルな研究論文で，ະ発表のもの．

（C）総　　説
ある研究分野に関してಠ自の立場から総ׅ・解説・
紹介するもの．

（D）୹　　報
研究の༧報や中ؒ報告等の୹い論文であり଎報性を
必要とするもの．

（E）資　　料
調査記録・資料目録が中心となるもの．

（F）事ۀ報告
教ҭීٴ活動や博物館活動の報告．ただし報告のର
৅は当館主催事ۀに限る．

（G）ٕ術報告
新たに։発した標本作成方法やల示物などのٕ術的
な新知見の報告．

これらを以下「論文」と記す．

のࣥචཁྖߘݪ　2
2� 1 標୊ʢ࿨文ɾӳ文ʣ

研究内༰を۩体的かつ的確に表す．標୊の中には，原
ଇとしてུޠ・ུশは用いない．ӳ文表記は，冠ࢺ・લ
置ࢺを除き単ޠの第̍文字を大文字にする．
2� 2 ஶऀ໊ʢ࿨文ɾӳ文ʣ

੏・名をུさずに記載する．ӳ文表記は，੏の文字の
すべてと名の頭文字を大文字とし，「੏ô名」のॱとする．�
2� 3 ஶऀのॴଐ໊ؔػʢ࿨文ɾӳ文ʣ

著者の所ଐػ関は，当֘研究の行われたػ関名を正ࣜ
名শで記載する．著者がෳ数で所ଐػ関が異なる場合は，
アステリスクを用いそれらをରԠさせる．博物館の館員
以外は，所ଐػ関の所在地ٴびホーϜϖーδの̧̡̪等
を記載する．その際，༣ศ番号，番地等を省ུせずに記
載する．�
2� � ঞ録ʢӳ文ʣ

論文のུ֓をਝ଎に೺Ѳできるよう，主観的な解ऍや
൷判を加えず，内༰を؆ܿに記す．一人শは使わず，図・

表の引用は行わない．原著論文・総説については，ӳ文
100 ～ޠ 200 ・報告ۀを標準とする．୹報・資料・事ޠ
ٕ術報告については，ӳ文 70 ～ޠ 100 ．を標準とするޠ
文頭に「"CTUSBDU：」と表記する．
2� � キーワードʢ࿨文ɾӳ文ʣ

論文内༰をద੾に表す用ޠをいくつか記載する．文頭
にそれぞれ「キーϫード：」「,FZXPSE：」と表記する．
2� � 本文
2� �� 1 論文ߏ੒ɾ಺༰

論文ߏ成は，「はじめに，ࡐ料，方法，結果，考࡯（お
わりに）」でߏ成することを基本とするが，論文の分野
によってはこの限りでない．この大項目の頭には見出し
番号を付けず，ゴシック体でセンタリンά表記する．内
༰は，論理的かつ明確なߏ૝に基づいて記ड़し，研究の
目的，学術上の意義，ઌ行研究との関࿈性も明示する．
同分野をઐ門とする研究者がಡんでূݕ可能なように記
ड़し，結果とそれにରする分ੳは，明確に区別して記載
することが๬ましい．
2� �� 2 文ମɼ用ࣈ用ޠɼ記߸ɼූ߸ɼ୯Ґ౳のج४

文体は，口ޠ常態（である体）とし，現୅かなづかい・
常用׽字を用いるが，固有名ࢺ等はこの限りでない．ಡ
Έ誤るおそれのある׽字については，その直後にؙׅހ
でׅった;りがなを付ける．۟ಡ点は「，」と「．」を用
いる．ӳ数字と記号は൒֯を使用する．学術的名শ（動
植物の学名，化合物名等）はイタリック体で記す．その
他の用字用ޠ，記号，ූ号，単位ฒびに学術用ٴޠび学
術的名শの表記は，基本的に *40 等の標準化関࿈国際
૊৫ٴび論文の各分野において׳用されている基準に従
うこととする．
2� �� 3 ਤɾࣸਅɾදɾਤ൛

図・表・図版は，本文に出てくるॱに，それぞれ一࿈
番号を付ける．また，番号に続けて和文のキϟプション
を付ける．写真は原ଇとして図に含めるが，論文の分野
によってはこの限りでなく，「写真 1　˓˓˓˓，写真 2
˓˓˓˓」と一࿈番号を別に付し図に含めないこととし
てもよい．図・写真のうち，必要なものにはスケールを
入れる．図・写真・表の本文中へのૠ入は，編集段階で
行う．ૠ入位置に関して特にر๬がある場合は，論文౤
稿時に編集委員会に申し出ること．図版は，原稿຤尾に
．載するܝ
2� �� � ग़͠の൪߸෇͚ݟ

見出しの番号付けが必要な場合，ষ，અ，項等のల
։はϙイントシステϜによって記載するのが๬ましい．
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（例：第 1 ষ　第̍અ　第 1 項ˠ̍� ̍� ̍）項以下の細
項については，ׅ 付き数字を用いて細分する．（例：（1）ހ

（2）（3）・・・）Օ条書きの番号付けは，細項の表示と
ࠞ同しないようにするため，数字ではなくアルϑΝベッ
ト等（例：（B）（C）（D）・・・，B�C�D�・・・）を用いる．
ؙ数字等のػ種ґ存文字の利用は行わない．
2� � ஫

や文ষの意ຯを分かりやすく解説するために設け۟ޠ
ることができる．஫には௨し番号を付け，本文の֘当Օ
所の右ݞに数字をૠ入する．編集段階において，٭஫の
場合は同一ϖーδ内に，文຤஫の場合は本文の最後にૠ
入する．また，人文社会科学分野等においては，ँࣙの
後の文ݙཝを省ུし，஫に文ݙを含めることとしてもよ
い．
2� � 謝辞

研究の過程でԿらかのԉ助をडけた場合は，「ँࣙ」
のઅを設け，؆ܿなँ意を示す．その場合，そのԉ助者
．関の名শฒびにԉ助の内༰等を記載するػびٴ
2� � 文献

文ݙは，参র文ݙ・引用文ݙを指す．文ݙのద用ൣғは，
雑誌・図書・論文集・レϙート・学位論文・特許文ݙ・ウΣ
ブサイト等がある．文ݙと本文との関࿈付けは，基本的
に自然史分野の論文はハーバード方ࣜ，科学ٕ術分野の
論文はバンクーバー方ࣜに฿うが，論文の分野によって
は，その分野で׳用されている基準に従ってもよいこと
とする．著者名については，੏・名とも表記する．ӳ文
雑誌名と༸書名は，イタリック体とする．単数ϖーδの
場合は，「Q．˓．」，ෳ数ϖーδの場合は，「QQ．˓ � ˓．」，
総ϖーδの場合は，「˓ QQ．」と表記する．ి子ഔ体の
論文等もҹ࡮ഔ体同様に表記するが，入手ઌ（ウΣブϖー
δのアドレス等）と入手日付を付け加えなけれ͹ならな
い．入手日付は，「（参র　2010�9�24）」または「（BDDFTTFE�
2010�9�24）」と表記する．
2� �� 1 ハーόード方ࣜʢஶऀ໊ΞϧϑΝϕοτॱ方ࣜʣ

ハーバード方ࣜは，本文での引用Օ所に著者名と発
行年を記ड़する．例え͹，本文では「ŋŋŋ である（山田
淳 
1999B
1999C）．」
「ŋŋŋ に関しては，ٶ本直人（1998）
が報告している．」と表記する．੏のΈでなく名も記す
こと．著者が 2 名の場合は，「・」「BOE」で区੾る．著
者が 3 名以上の場合は，「～ほか」「～ �FU�BM�」を用いて
省ུしてもよい．文ݙがෳ数の場合は，「；」で区੾る．
文ݙཝは，著者名のアルϑΝベットॱに文ݙをܝげる．
同著者の場合は年号のॱとする．同著者名かつ同年号の
場合は，出版年の後に B
�C を付けてܝげる．2 行にわた
る場合の 2 行目のઌ頭は，全֯ 2 文字分ۭ白とする．࣍
に例を示す．

ʦ雑誌中の論文ʧ　著者名（年号）：論文名．誌名，ר号数，
ϖーδ数．

森山߶・小沢৻治（1999）：ϑΝδー੍御を用いたԻ
੠における৘ॹ性ධՁ法．ి子৘報௨信学会論文
誌 
10．QQ�1710�1720．

.J[VOP
L� 	1991
："MQJOF� 7FHFUBUJPO� 1BUUFSO� JO�
3FMBUJPO� UP�&OWJSP�NFOUBM�'BDUPST� JO� +BQBOFTF�
)JHI�.PVOUBJOT�(FPHSBQIJDBM� SFQPSUT� PG�5PLZP�
NFUSPQPMJUBO�VOJWFSTJUZ，26，QQ�167�218．

ʦ図書ʧ　編著者名（年号）：書名．発行所．総ϖーδ数．
藤井Ѵ（1994）：全ఱ੕Ӣ੕団ガイドブック．੣文ಊ新

光社．325QQ．
0EVN
&�1	1971
：'VOEBNFOUBMT� PG� &DPMPHZ
� 3SE�

FE�8�#�4BVOEFST．335QQ．
ʦ図書の部分引用ʧ　著者名（年号）：標୊．書名．編者名．

発行所．ϖーδ数．
川田ल雄（1996）：ۭؾのৼ動をԻと光で．いきいき物

理わくわく実ݧ．愛知・岐ෞ物理サークル．新生出
版ࣜג会社．Q�31．

෬見߁治（1942）：ʠ記ड़的統計学ʡ．確཰論ٴ統計
論．河出書๪．Q�24．入手ઌ，統計科学のための
ి子図書システϜウΣブϖーδ，IUUQ���XXX�TDJ�
LBHPTIJNB�V�BD�KQ��7&FCTB�
（参র　2006�05�19）．

2� �� 2 όンクーόー方ࣜʢ引用ॱ方ࣜʣ
バンクーバー方ࣜは，本文での引用Օ所右ݞに文ݙの

࿈番（引用ॱ）をৼる．例え͹，本文では「～国内で։
発された当時ੈք最高ً度の白色発光ダイオード̏）は，
～」と表記する．文ݙཝは，引用ॱに番号とその文ݙを
ܝが出てくる場合は，「5）�લݙげ，同じ文ܝ 3 に同じ」
等とུ記してもよい．࣍に例を示す．

ʦ雑誌中の論文ʧ　著者名．論文名．誌名．出版年，ר数，
号数，ϖーδ数．

岩ࡔହ信．黄࠭はԿをӡんでくるのか．科学．2008，
WPM�78，OP�7，Q�729�735．

ʦి子δϟーナル中の論文ʧ　著者名．論文名．誌名．出
版年，ר数，号数，ϖーδ数．入手ઌ，（入手日付）．

中島震，ۄ井఩雄．特集，ιϑトウΣア工学の基ૅ：
&+# コンϙーネントアーキテクチϟの 41*/ による
ৼ෣い．コンϐュータιϑトウΣア．2002，WPM�19，
OP�2，Q�82�98．

IUUQ���XXX�KTUBHF�KTU�HP�KQ�BSUJDMF�KTTTU�19�2�82�@QEG��
DIBS�KB�
（参র　2006�02�13）．

ʦ図書ʧ　著者名．書名．版表示，出版者，出版年，ϖー
δ数．

র明学会編．র明ハンドブック．第 2 版，オーϜ社，
2003，573QQ．

ʦ図書の部分引用ʧ　著者名．ʠ論文名．ʡ書名．編者名．
出版者，出版年，ϖーδ数．

村主๎ӳ．ʠ科学分野における動޲．ʡి子メディアは研
究を変えるのか．૔田ܟ子編．૲書๪，2000，Q�59�97．
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ʦウΣブサイト中の記事ʧ　著者名．ʠウΣブサイトの୊
名．ʡウΣブサイトの名শ．ߋ新日付．入手ઌ，（入
手日付）．

中ԝ教ҭ৹ٞ会．ʠ教ҭৼڵ基本計ըについてʕ「教ҭ
立国」の実現に޲けてʕ（౴申）．ʡ文部科学省．
2008�04�18��IUUQ���XXX�NFYU�HP�KQ�C@NFOV�TIJOHJ�
DIVLZP�DIVLZP0�UPVTIJO�08042205�IUN
（参র 2008�
08�13）

3　論文౤͔ߘΒൃߦ·でのྲྀれ
3� 1 ౤֨ࢿߘ

論文を౤稿することができる者は，原ଇとして愛媛県
総合科学博物館の館員ٴび館員とڞ同で研究を行った者
とする．ただし，外部の者のΈの౤稿もडけ付けること
があるが，この場合，事લに編集委員会に࿈བྷをとって
論文の֓要（新規性・実用性等）を説明し，౤稿の許可
を得る必要がある．なお，౤稿者の所ଐが大学・ݧࢼ研
究ػ関・博物館等の場合，当館の収蔵資料を研究ର৅と
した論文を༏ઌする．
3� 2 論文の౤ߘ

上記「2�原稿のࣥ筆要ྖ」に従いࣥ筆した原稿を，̖
4 版の用ࢴに̍ϖーδあたり 45 字ʷ 35 行（文字サイζ
9 ϙイント）で 2 部ҹ࡮する．౤稿原稿੔理カード 1 部，
原稿（図・表・図版も全て含Ή）2 部を編集委員会へఏ
出する．�
ఏ出ઌ　〒 792�0060　愛媛県新居඿市大生Ӄ 2133ô2

　　愛媛県総合科学博物館�研究報告編集委員会
　　5&-0897ô40ô4100　'"90897ô40ô4101

3� 3 論文の৹査と採୒
原稿は，ࣥ筆要ྖに従って書かれた場合に限りडけ付

ける．そのडけ付けた日を原稿ड付日とする．論文は，
編集委員会がબ定した査ಡ者により，౤稿原稿の査ಡを
डける．館外の研究者による査ಡをر๬する場合は，事
લに編集委員会へ申し出ること．編集委員会は，査ಡ結
果に基づき原稿を৹査し，ܝ載可・要म正・ܝ載不可を
判断する．要म正の場合は，著者へम正・再ఏ出をٻめる．
ఏ出された最ऴ原稿が，編集委員会によりܝ載可と判断
された日をもって原稿ड理日とする．ܝ載可の࿈བྷをड
けた著者は，଎やかにి子データをఏ出すること．ܝ載
不可の場合は，その理༝を明らかにした上で原稿を著者
へฦ٫する．
3� � 論文の校ਖ਼

校正は，初校のΈを著者校正とする．再校以߱は基本
的に編集委員会が行う．
3� � の഑෍ࠂ報ڀݚ

発行された研究報告は，全国の主な博物館，県内の図
書館・高校・大学等へ഑布される．発行後，著者には研
究報告 1 部をଃఄする．また，ر๬する著者には別࡮

30 部をଃఄする．著者が࿈名の場合には，筆頭著者に
ଃఄする．30 部以上の別࡮をر๬する場合は，編集委
員会に相ஊすること．�

�　論文のஶݖ࡞について
研究報告にܝ載されるすべての論文の著作ݖは，ి子

ഔ体を含め愛媛県総合科学博物館にؼଐする．ただし，
著者自਎がෳ製，຋༁などで利用することはࠩし支えな
いが編集委員会に申し出た上で，本誌からの出యを明記
し言ٴすること．他誌から研究報告に౤稿する場合は，
その出版社の了ঝを得てそのࢫをँࣙの項目で必ず記載
すること．そのほか，著作ݖに関するॾ事が生じた場合
は，著者に直઀協力をґཔする場合がある．

̑　̬̗̚ެ։について
研究報告は，発行された後に当館のホーϜϖーδ上に

おいても公։する．よって論文に使用する資料を他から
借用してܝ載する場合，借用ઌにそのࢫ఻え，論文౤稿
લにঝ୚を得ておくこと．また，知的財産所有ݖ・著作
び個人৘報を含Ή内༰をٴ等が発生する内༰ݖ঻૾・ݖ
載する場合についても，論文౤稿લに著者において処ܝ
理をしておくこと．�

�　౤نߘఔのվగについて
愛媛県総合科学博物館研究報告౤稿規程は，主として

科学ٕ術৘報流௨ٕ術基準（4*45）に準ڌして作成し
ているが，改訂の必要が生じた場合は，編集委員会の৹
ٞをܦて改訂を行う．
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発ૹ年月日 　　　　年　　　　月　　　　日

種別
（֘当するものを˓でғΉ）

原著論文　　総説　　୹報　　資料　　事ۀ報告　　ٕ術報告

和文表୊

和文著者名
（;りがな）

ӳ文表୊

ӳ文著者名

࿈བྷઌ
（校正࡮り・別࡮ૹ付ઌ）

〒　　　－

　　　　　5FM．
　　　　　'BY．
　　　　　&�NBJM．

ఏ出原稿
本　　　文�：　　　　ຕ　　　　　����図　　　版�：　　　　ຕ
図　　　表�：　　　　ຕ　　　　　　　　　　（カラー　　���ຕ）
　　　��（カラー　　���ຕ）　　　　　　図・表の説明�：　　　ຕ

別ر࡮๬部数 　　　　　　　　　部

උ　考

編集委員会記入ཝ
　ड付年月日　　　年　　　月　　　日　　ड理番号 /P�
　ड理年月日　　　年　　　月　　　日　　ड理番号 /P�
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